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１．報告の概要

　H26年度に文部科学省（以下、文科省）中央教育審
議会へ諮問された「初等中等教育における教育課程の
基準等の在り方について」を受けて着手された学習指
導要領（以下、指導要領）の改訂作業はH28年度内に
終わり、これを受けて小学校はH32年度、中学校では
H33年度から移行する予定である。これを見据えて既
に小中学校では「グローバル、ICT、アクティブ・ラー
ニング」の取り組みが行われているが、筆者も改訂作
業に関わる文科省資料を分析し、その一部を「自己評
価シートの工夫により生徒の内発的思考の活性化を目
指した合唱活動の試行～キーコンピテンシー、21世紀
型能力、アクティブ・ラーニングに関する文科省資料
との比較考察～」（1）で報告した。このように教育行政
の動向を整理し、学校教育関係者や将来教師をめざす
学生へ情報提供することは教員養成学部に属する教員
の責務でもあろう。よって現行指導要領の実施状況調
査（2）を受けて進められている今回の改訂において何が
話題になっているのか、その姿が具体化しつつある音
楽科の改訂について小中学校音楽科教員が知っておく
べき事項の整理に取り組んでいる。そして本報告では
文科省発信の情報を構造的に読み込むことで改訂の背
景を掴み、情報提供することをめざしたい。合わせて
H28年8月「文科省教育課程部会教育課程特別企画部
会資料」に「短時間学習」「小学校の標準授業時間数の
増加」（3）の記述があることを重視し、これに対応する

一方策として、本学附属名古屋小学校が積み上げてき
た「短時間活動」の成果の一部を紹介する。

２．学習指導要領改訂の背景

２.１　学校教育に関わる現状把握と整理
　文科省審議官と担当課長による講演から、特に筆者
が重視する事項を抜粋して報告する。（4）これらが今回
の改訂作業の重要な背景であると考える。
【改訂に向けた背景と現代的教育課題】（筆者要約）
① PISA等の調査によると、日本の子供達の学力レベ
ルはトップレベルを回復しているにもかかわらず、
依然として子供達自身の「自己肯定感」は低い。⇒
自ら考えて、知識や技能を活用しながら課題を解決
するアクティブ・ラーニングの導入へ。
② 公立小学校の現職教員が今後大量に退職し、地域に
よっては正規教員の三人に一人が3年経験未満初任
者になってしまう。⇒研修システムの精査精選へ。
③ 学校現場が抱える問題の増加と多様化⇒「チーム学
校」に向けた意識改革へ。
　これらは、教師に大きな負担のかかる教師主導の知
識伝達型の授業だけでは、いずれ対応し切れなくなる
ことを示唆していると言えよう。これが現代的教育課
題への対処法として言及された「脱ゆとり、グローバ
ル、ICT、アクティブ・ラーニングなどによる主体的
かつ対話的で深い学び」の提示へと繋がり、「真の学ぶ
力（新しい時代の資質・能力、学びの観点などと呼ば
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れるもの）」を導き出しているものと考える。

２.２　次期指導要領における学力観と学びの力
　この審議官らによる講演では、現代的教育課題に対
応すべく「先を見通すことの難しい時代において生涯
を通じて不断に学び、考え、予想外の事態を乗り越え
ながら自らの人生を切り拓き、より良い社会づくりに
貢献していくことのできる人間を育てることが必要」
と指摘され、これを受けた「ゆとりか詰め込みかの二
項対立的な議論の終結」が「新たな学力観（3つの柱）」
へ繋がっていることが分かる。（5）

【新たな学力観（3つの柱）】（筆者抜粋）
① 「個別の知識・技能」：何を知っているか、何ができ
るか（生きて働く知識・技能の習得）
② 「思考・判断・表現力」：知っていること・できるこ
とをどう使うか（未知の状況にも対応できる）
③ 「人間性や学びに向かう力」どのように関わり、よ
りよい人生を送るのか（学びを人生や社会に生かす）
　この「新たな学力観（3つの柱）」を具現化する方策
として「新たな学びの3観点」が示されている。
【新たな学びの3観点】（筆者抜粋）
① 何ができるようになるか：新たな学力観（3つの柱）。
社会と連携・協働しながら、未来の創り手となるた
めに必要な資質・能力を育む。
② 何を学ぶか：今回の改訂作業で精査精選されるもの。
新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえた目標・
内容の見直し。
③ どのように学ぶか：主体的・対話的で深い学びをめ
ざした、アクティブ・ラーニングの視点からの学習
過程の改善。
　そして、これらはいずれも各教科で設定された「見
方・考え方」を通じて行われることとされている。補足
になるが、ここで示された「新たな学力観（3つの柱）」
は、S22年に公布された「学校教育法」第30条「～略
～基礎的な知識及び技能を習得させるとともに、これ
らを活用して課題を解決するために必要な思考力・判
断力・表現力その他の能力をはぐくみ、主体的に学習
に取り組む態度を養う～略～」（下線筆者注）を受けた
ものであると考えられる。

３．音楽科に関わる改訂作業の骨子

３.１　音楽科における「見方・考え方」
　「新たな学力観（3つの柱）」と「新たな学びの3観
点」を繋ぐコアの「見方・考え方」ついてH28年8月
「各学校段階、各教科等における改訂の具体的な方向
性」（6）から「音楽科の見方・考え方」を整理する。
【音楽科における「見方・考え方」】（筆者抜粋）
① 小学校音楽科の「見方・考え方」：音楽に対する感性
を働かせて、音楽を形づくっている要素とその働き

の視点で音や音楽を捉え、自己のイメージや感情、
作り手の考えや人々の生活などと関わせること。

② 中学校音楽科の「見方・考え方」：音楽に対する感性
を働かせて、音楽を形づくっている要素とその働き
の視点で音や音楽を捉え、自己のイメージや感情、
生活や社会、伝統や文化などと関わらせること。

　これまで「感性を育てる、能力を培う、情操を養う」
等の抽象的な目標だったものが、より具体的に「○○
によって△△と□□を関らせる」と示されることで学
習活動のイメージが明確になり、児童生徒の活動やそ
の方向性も分かりやすくなると思われる。

３.２　音楽科における「新たな学力観（３つの柱）」
　次にH28年2月「小・中・高を通じ、音楽科、芸術
科（音楽）において育成すべき資質・能力の整理（検
討のたたき台）」（7）から、音楽科における「新たな学力
観（3つの柱）」について整理する。

３.２.１　�音楽科における「個別の知識・技能」（何を知っ
ているか、何ができるか）

①小学校音楽科
・ 音符、休符、記号や音楽に関わる用語の意味や働き
を理解したり、音楽的な特徴や構造と曲想との関わ
りについて理解したりすること、など。

・ 聴唱や聴奏、視唱や視奏、声や音を合わせるなど、
自分で音楽表現をしたり友達と一緒に音楽表現をし
たりするために必要な技能や、自分の思いや意図を
音楽で表現するために必要な技能、など

②中学校音楽科
・ 音楽を形づくっている要素及びそれらに関わる用語
や記号などについて、楽曲における働きと関わらせ
て理解したり、楽曲の背景や楽曲の構造と、曲想と
の関わり及びその多様性について理解したりするこ
と。

・ 自分の思いや意図を生かして音楽表現をするために
必要な技能、など。

３.２.２　�音楽科における「思考力・判断力・表現力」（知っ
ていること・できることをどう使うか）

①小学校音楽科
・ 音楽に対する感性を働かせ、音楽を形づくっている
要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面
白さなどを感じとりながら、知識や技能を得たり活
用したりして、音楽表現を創意工夫し、どのように
表すかについて思いや意図をもつ、音楽表現の創造
に関する能力、など。（下線筆者注）

・ 音楽に対する感性を働かせ、音楽を形づくっている
要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面
白さなどを感じ取りながら、知識を得たり活用した
りして、楽曲の特徴や演奏のよさなどを考え味わ
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う、音楽のよさなどを見いだす能力、など。（下線筆
者注）
②中学校音楽科
・ 音楽に対する感性を働かせ、音楽を形づくっている
要素や要素同士の関連を知覚し、それらが生み出す
特質や雰囲気を感受しながら、知識や技能を得たり
活用したりして、音楽表現を創意工夫し、どのよう
に表すかについて思いや意図をもつ、音楽表現の創
造に関する能力、など。（下線筆者注）
・ 音楽に対する感性を働かせ、音楽を形づくっている
要素や要素同士の関連を知覚し、それらが生み出す
特質や雰囲気を感受しながら、知識を得たり活用し
たりして、音楽を自分なりに解釈したり自分にとっ
ての価値を考えたりしたことを基に、根拠をもって
批評するなどして、音楽文化に対する理解を深め、
よさや美しさを味わう、音楽の意味や価値の創造に
関する能力、など。（下線筆者注）

３.２.３　�音楽科における「人間性や学びに向かう力」（ど
のように関わり、よりよい人生を送るのか）

①小学校音楽科
・協働して音楽活動する喜び
・音楽への関心・意欲・態度
・感性
・音楽を愛好する心情
・ 我が国や諸外国の音楽に親しみ、それらを大切にし
ようとする態度
・生活の中の様々な音や音楽への関心
・ 音楽経験を生活に生かし、生活を明るく潤いのある
ものにする態度
・情操
②中学校音楽
・協働して音楽活動する喜び
・音楽への関心・意欲・態度
・感性
・音楽を愛好する心情
・ 我が国の音楽文化に愛着をもつとともに、諸外国の
音楽文化を尊重する態度
・音環境への関心
・音楽によって生活を明るく豊かなものにする態度
・情操
　これらの「新たな学力観（3つの柱）」を鑑みると、
これまで最も優位な目標として設定されていた「感性、
情操、態度」などが、順次性や上位下位の概念を持た
ない同等のものとして位置付けられ、「身に付けるべ
き知識や技能」や「活用するための知識や能力」と並
び置かれていることが大きな変更点であろう。

３.３　各学校段階において育てる児童生徒の姿
　H28年2月の教育課程部会芸術WG「豊かな情操の

育成を目指した小・中・高等学校修了時の児童生徒の
姿」から、育てるべき児童生徒の姿を整理する。（8）

①小学校音楽科において育てる児童の姿
・感性や音楽を愛好する心情が育っている。
・ 音楽活動の基礎的な能力を働かせて、表現したり鑑
賞したりすることができる。

【評価の例】音楽を形づくっている要素を聴き取り感じ
取りながら、こう表したいという思いや意図をもって
表現したり、楽曲や演奏のよさを考え、味わって聴い
たりすることができる。音や言葉によるコミュニケー
ションを図りながら、自分にとって価値のある創造的
な音楽活動をすることができる。
・ 生活の中の音や音楽や、我が国や諸外国の音楽に親
しみ、それらを大切にしている。

【評価の例】生活の中の様々な音や音楽の特徴に気付く
ことができる。我が国や郷土の音楽及び諸外国の音楽
など、いろいろな種類の音楽に関心をもち、そのよさ
を味わうことができる。世代や地域を超えて親しまれ
ている日本のうたに親しみ、曲にふさわしい歌い方で
歌うことができる。
②中学校音楽科において育てる生徒の姿
・豊かな感性や音楽を愛好する心情が育っている。
・ 音楽活動の基礎的な能力を働かせて、豊かに表現し
たり鑑賞したりすることができる。

【評価の例】音楽を形づくっている要素の知覚と感受
の関連を図り、音楽のよさや美しさなどについて自分
の考えをもちながら、音楽表現を工夫したり、自分に
とっての価値を明らかにして味わって聴いたりするこ
とができる。他者と音や言葉による交流を通して考え
を広げたり深めたりして、自分にとっての新たな価値
を創造することができる。
・ 生活の中の音や音楽の働きや、音楽文化について理
解し、尊重している。

【評価の例】身の回りの音や音楽に関心をもち、音環境
に対する意識をもっている。我が国や郷土の伝統音楽
を含む、世界の様々な音楽それぞれがもつよさや美し
さを味わい、音楽の多様性を理解することができる。
我が国で長く歌い継がれている歌曲のよさを感じ取り
ながら歌うことができる。
　以上のように、小学校と中学校の学びを終えた時点
で理想とする児童生徒の姿が明確に想定されている。
これを努力目標として、今後各学校においてカリキュ
ラムを整えていくことが求められるであろう。

３.４　音楽科における学習プロセス
　これまで、改訂作業において議論されている「新た
な学力観（3つの柱）＝教えること」「学びの3観点＝
教え方」を繋ぐ「見方・考え方」「どのような児童生徒
に育てるのか（児童生徒の姿）」等について関連文書を
読み解く作業を進めてきたが、本節では実際に教える
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場面である学習プロセスについて筆者の視点から整理
してみる。H28年2月「音楽科における学習プロセス」
のイメージ図を筆者が文字情報へ置き換えて必要な部
分を要約抜粋し、「Ａ表現」と「Ｂ鑑賞」の2分野を並
列することで、その骨子を掴んでみたい。
①学習の目標
【Ａ表現】主体的、創造的に音楽表現すること。
【Ｂ鑑賞】主体的・創造的に鑑賞すること。
②主な活動
【Ａ表現】主体的・創造的に音楽表現する。
【Ｂ鑑賞】主体的・創造的に鑑賞する。
③具体的な活動
【Ａ表現の具体的な活動】
　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連を聴き
取ること／知覚すること。
【Ｂ鑑賞の具体的な活動】
　音楽を形づくっている要素や要素同士の関連が生み
出すよさや面白さ、特質や雰囲気などを感じ取ること
／感受すること。
④活動の中で行われていること
　「言葉や体の動きなどで表す・比較する・関連付け
る」⇒「認識し、音楽の一体感を味わったり、要素の
働きを理解したり、他者と共有・共感したりする」
⑤活動の結果として身に付くこと
【Ａ表現で身に付けること】（下線筆者注）
　音楽活動を通して、音楽的な特徴と、音楽によって
喚起されるイメージや感情、楽曲の背景などとの関わ
りについて考え、表したい音楽表現を見通しをもって
協働的に学習する。
【Ｂ鑑賞で身に付けること】（下線筆者注）
　音楽活動を通して、音楽的な特徴と、音楽によって
喚起されるイメージや感情、楽曲の背景などとの関わ
りについて考え、音楽のよさや美しさなどを見通しを
もって協働的に学習する。
⑥スパイラルに積み上げていくこと
【Ａ表現で積みあげていくこと】
　「思いや意図を生かした音楽表現に必要な技能を習
得する」⇔「試行錯誤しながら、どのような音楽で表
現するかについて思いや意図をもつ」⇔「思いや意図
を生かして音楽表現をする」
【Ｂ鑑賞で積みあげていくこと】
　「言葉で説明したり批評したりするなどしながら、
楽器の特徴や演奏のよさなどを考えたり、音楽を解釈
したり、価値を考えたりする」⇔「良さや美しさなど
を味わって聴く」
⑦【Ａ表現】と【Ｂ鑑賞】の共通の目標
　知識（技能）を関連付けたり組み合わせたりして、
理解したり使ったりすること。

３.５　アクティブ・ラーニングについて
　アクティブ・ラーニングについて改訂作業に伴い具
体的な示唆が行われているので、平成27年8月「論点
整理」から筆者が重視する部分を抜粋する。（9）

① 習得・活用・探求という学習プロセスの中で、問題
発見・解決を念頭に置いた深い学びの過程が実現で
きているかどうか。～略～教える場面と、子供たち
に思考・判断・表現させる場面を効果的に設計し関
連させながら指導していくことが求められる。～略
～

② 他者との協働や外界との相互作用を通じて、自らの
考えを広め深める、対話的な学びの過程が実現でき
ているかどうか。～略～言語活動の充実も、引き続
き重要である。～略～

③ 子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み、自ら
の学習活動を振り返って次につなげる、主体的な学
びの過程が実現できているかどうか。～略～学習活
動を自ら振り返り意味付けしたり、獲得された知
識・技能や育成された資質・能力を自覚したり、共
有したりすることが重要である。～略～

　また「教育新聞8/10」の「教育課程課長に聞く」（10）

には次のような注目すべき言及がある。（筆者抜粋）
「単元のすべてをアクティブ・ラーニングで指導すると
いうのではない。～略～知識が不十分であればまずは
知識の習得を図っていき次の展開にもっていく授業デ
ザインが必要だ。～略～」
　これらを基にして、次章では授業場面を想定しなが
ら筆者独自の視点で指導事項の整理を試みる。

４．Ａ表現領域の私案作成の試み

　これまで整理してきた点を鑑みて筆者の視点から指
導要領の各項目で扱う事項について私案作成を試みて
いる。本報告では紙幅の都合により議論になると思わ
れる「思考・判断・表現」の部分のみ報告する。

４.１　第１・２学年「表現領域」の筆者私案
①歌唱分野の「思考・判断・表現」で扱う事項
・ 範唱を聴いて歌う際に必要な音や音楽を形づくる要
素を考えることができる

・ 階名を意識しながら歌うことについて考えることが
できる

・ 歌詞の表す情景や気持ちにふさわしい歌い方を考え
ることができる

・ 感じ取った情景や想像した気分にふさわしい歌い方
を考えることができる

・ 楽曲に対して持つ思いや意図について考えることが
できる

・ 歌唱時の声の出し方や言葉の発音の大切さについて
考えることができる
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・ 他者の歌声を聴きながら声を合わせて歌うことにつ
いて考えることができる
・ 伴奏を聴きながらに声を合わせて歌うことについて
考えることができる
②器楽分野の「思考・判断・表現」で扱う事項
・ 範奏を聴いて演奏する際に必要な音や音楽を形づく
る要素を考えることができる
・ リズムを意識ながら演奏することについて考えるこ
とができる
・ 感じ取った楽曲の気分にふさわしい演奏の方法を考
えることができる
・ 楽曲に対して持つ思いや意図について考えることが
できる
・ 身近な楽器やその音色、基本的な演奏方法の大切さ
について考えることができる
・リズムや旋律の大切さについて考えることができる
・ 他者の音を聴きながら音を合わせて演奏することに
ついて考えることができる
・ 伴奏を聴きながら音を合わせて演奏することについ
て考えることができる

４.２　第３・４学年「表現領域」の筆者私案
①歌唱分野の「思考・判断・表現」で扱う事項
・ 範唱を聴いて歌うために必要な音や音楽を形づくる
要素を吟味することができる
・ ハ長調の楽譜を正しく読むことについて思考を伴っ
て試行することができる
・ 歌詞の意味や歌詞が表そうとする内容にふさわしい
歌い方を吟味することができる
・ 曲想の意味や曲想による雰囲気の違いを表現する歌
い方を吟味することができる
・ 楽曲に対して持つ思いや意図について思考を伴って
試行することができる
・ 基本的な呼吸法や言葉の発音の仕方について思考を
伴って試行することができる
・ 基本的な自然で無理の無い発声法について思考を
伴って試行することができる
・ 他者の歌声や副次的な旋律を聴きながら歌う方法を
吟味することができる
・ 伴奏に合わせて歌う際に必要な音や音楽を形づくる
要素を吟味することができる
・ 声を合わせて歌う際に必要な音や音楽を形づくる要
素を吟味することができる
②器楽分野の「思考・判断・表現」で扱う事項
・ 範奏を聴いて演奏するために必要な音や音楽を形づ
くる要素を吟味することができる
・ ハ長調の楽譜を正しく読むことについて思考を伴っ
て試行することができる
・ 曲想の意味や曲想による雰囲気の違いを表現する演
奏の方法を吟味することができる

・ 楽曲に対して持つ思いや意図について思考を伴って
試行することができる
・ 音色に気を付けて楽器を演奏する方法について思考
を伴って試行することができる
・ 他者の音や副次的な旋律を聴きながら演奏する方法
を吟味することができる
・ 伴奏に合わせて演奏する際に必要な音や音楽を形づ
くる要素を吟味することができる
・ 音を合わせて演奏する際に必要な音や音楽を形づく
る要素を吟味することができる

４.３　第５・6学年「表現領域」の筆者私案
①歌唱分野の「思考・判断・表現」で扱う事項
・ 範唱を聴いて歌うために必要な音や音楽を形づくる
要素を吟味し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ ハ長調及びイ短調の楽譜を正しく読むことについて
思考を伴って試行し必要な改善策や術を他者と共有
できる
・ 歌詞の意味や歌詞が表そうとする内容にふさわしい
歌い方を吟味し必要な改善策や術を他者と共有でき
る
・ 曲想の意味や曲想による雰囲気の違いを表現する歌
い方を吟味し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ 楽曲に対して持つ思いや意図について思考を伴って
試行し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ 呼吸法や言葉の発音の仕方、及び無理の無い響きの
ある発声について思考を伴って試行し必要な改善策
や術を他者と共有できる
・ 各声部や全体の響きを聴きながら適切に声を合わせ
て歌う方法を吟味し必要な改善策や術を他者と共有
できる
・ 伴奏を聴きながら適切に声を合わせて歌う方法を吟
味し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ 他者の声を聴きながら適切に声を合わせて歌う方法
を吟味し必要な改善策や術を他者と共有できる
②器楽分野の「思考・判断・表現」で扱う事項
・ 範奏を聴いて歌うために必要な音や音楽を形づくる
要素を吟味し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ ハ長調及びイ短調の楽譜を正しく読むことについて
思考を伴って試行し必要な改善策や術を他者と共有
できる
・ 曲想の意味や曲想による雰囲気の違いを表現する演
奏方法を吟味し必要な改善策や術を他者と共有でき
る
・ 楽曲に対して持つ思いや意図について思考を伴って
試行し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ 楽器の特徴を生かした演奏方法について思考を伴っ
て試行し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ 各声部や全体の響きを聴きながら適切に音を合わせ
て演奏する方法を吟味し必要な改善策や術を他者と
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共有できる
・ 伴奏を聴きながら適切に音を合わせて演奏する方法
を吟味し必要な改善策や術を他者と共有できる
・ 他者の音を聴きながら適切に音を合わせて演奏する
方法を吟味し必要な改善策や術を他者と共有できる

５．短時間学習に関わる議論

５.１　改訂案における小学校授業時数
　本来「短時間学習」とは、授業外で補習的に行うも
のや、授業内の一部を割いて一定期間継続して行う反
復活動のことを示す。しかしH28年8月「文科省教育
課程部会教育課程特別企画部会資料」の「小学校の標
準授業時間数」（11）では、中学年以上で年間授業枠を超
えた時数が示されていることから、今後この短時間学
習が授業時数を補う重要な位置付けになる。
・3年生：現行945時間⇒改定案980時間（35増）
・4年生：現行980時間⇒改定案1015時間（35増）
・5年生：現行980時間⇒改定案1015時間（35増）
・6年生：現行980時間⇒改定案1015時間（35増）
　総授業数の増加は外国語活動の影響であるが、増加
分を短時間学習も含む弾力的な運用によって賄うこと
とされている。しかし後述する短時間学習への言及を
目にすると、他教科への皺寄せを想定の範囲内とする
含意を感じざるを得ない。よって次節では短時間学習
に対する文科省のスタンスにも目を向けてみたい。

５.２　「短時間学習」に関わる資料の整理
　H28年8月付の同じ文書では、短時間学習について
特に項目を割いて次のように説明している。（12）

　「～略～小学校高学年において年間35単位時間増と
なる時数を確保するためには、ICT等も活用しながら
10～15分程度の短い時間を単位として繰り返し教科指
導を行う短時間学習（帯学習、モジュール学習。以下
「短時間学習」という）を含めた柔軟なカリキュラムの
設定～略～」という記述がある。
　ちなみにこの短時間学習とは、既に現行の指導要領
「総則の解説（小学校）」及び「解説本文（中学校）」に
運用に関する記述があり、これによると一定の条件下
で実施されたものは当該教科の年間授業時数に含める
ことが可能とされている。（13）よって授業外で短時間に
行われているクラス合唱等の音楽活動等も、将来的に
は各学校の判断により授業時数に組み込まれてしまう
危険性を否定することはできない。

５.３　短時間音楽学習による試案作成の試み
　これまで多くの学校で実施されてきた短時間学習を
仮に授業に準ずるものと措定し、授業の一環として整
えていく場合を想定してみたい。このような短時間学
習の授業への組み込みは、いずれ重要な課題の一つに

なるであろう。またそこへ至る過渡期では、限られた
授業時数の中で効率よく「音楽に関わる知識・技能」
を習得させる一方策として極めて有効である。よって
本学附属名古屋小学校の市江真理子・小出真規子・長
岡知里（50音順）の音楽科教諭によって積み上げら
れてきた「モジュール学習計画」を次頁以降に紹介す
る。なお実際には、この学習計画と共に「マトリック
ス（評価表）」も作成した上で実践されているのだが、
紙幅の関係でそれらは別の機会に紹介したい。

［参考引用文献］
（ 1） 新山王政和・蕃洋一郎「自己評価シートの工夫により生徒

の内発的思考の活性化を目指した合唱活動の試行～キーコ
ンピテンシー、21世紀型能力、アクティブラーニングに関
する文科省資料との比較考察～」、愛知教育大学研究報告第
65輯、2016

（ 2 ） 国立教育政策研究所「小学校学習指導要領実施状況調査：
結果のポイント」2015。並びに「同調査：教科別分析と改
善点（音楽）」2015。

（ 3） 平成28年8月1日「教育課程部会教育課程企画特別部会資料
3-1」、「次期学習指導要領に向けたこれまでの審議のまとめ
（素案）」より「小学校の標準授業時数について」

（ 4） 前川喜平（文部科学省審議官・現事務次官）「グローバル教
育の推進に対応した教員養成教育」。並びに塩見みづ枝（文
部科学省高等教育局大学振興課長）「大学教育の質的転換と
教員養成への期待～高大接続システム改革の動向を踏まえ
て～」、協同出版セミナーin京都「学校教育改革の動向を見
据えた今後の教育養成教育の在り方」、ウェスティン京ホテ
ル京都、2015.12.5

（ 5 ） 前掲書（3）「総論」
（ 6） 平成28年8月1日「教育課程部会教育課程企画特別部会資料

3-2」、「各学校段階、各教科等における改訂の具体的な方向
性」

（ 7） 平成28年2月23日「教育課程部会芸術WG資料2」、「小・
中・高を通じ、音楽科、芸術科（音楽）において育成すべ
き資質・能力の整理（検討のたたき台）」

（ 8） 前掲書（7）「豊かな情操の育成を目指した小・中・高等学
校修了時の児童生徒の姿～音楽科、芸術科（音楽）で育成
すべき資質・能力～（検討のたたき台）」

（ 9） 平成27年8月26日「教育課程企画特別部会論点整理」、「指
導方法の不断の見直し」

（10） 教育新聞2016.8.10「合田教育課程課長に聞く」、https://
www.kyobun.co.jp/news/20160812_01/　

（11） 前掲書（3）「小学校の標準授業時数について」
（12） 前掲書（3）「短時間学習等の活用など、柔軟なカリキュラ

ム設定に関する考え方」
（13） 中学校学習指導要領「総則（本文）」において次のように規

定されている。「10分程度の短い時間を単位として特定の教
科の指導を行う場合において、当該教科を担当する教師が
その指導内容の決定や指導の成果の把握と活用等を責任を
もって行う体制が整備されているときは、その時間を当該
教科の年間授業数に含めることができる」

  （2016年8月22日受理）
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《第１学年 モジュール学習年間計画》

《第２学年 モジュール学習年間計画》

月 ４月 ５月 ６月         ７月    ９月      １０月         １１月          １２月   １月 ２月 ３月

題材名

（時数）

あつまれ！

おんがくなかま

（３）

おんがくに

あわせて

（８）

リズムとなかよし

（７）

こんにちはけんばん
ハーモニカ(1)

（２）

にっぽんのうた
みんなのうた

（２）

どれみと
なかよし(1)

（３）

こんにちはけんばん
ハーモニカ(2)

（６）

どれみと
なかよし(2)

（２）

いいおと
みつけて
（３）

おとで
よびかけっこ

（３）

ようすを
おんがくで

（７）

みんなでつくろう
お別れ音楽会

(16)

ききあって
あわせて
（６）

題材の目標

拍の流れや曲の気

分を感じ取り、体を

動かしながら楽しく

歌うことができるよ

うにする。

拍の流れや速度か

ら、楽曲の気分の違

いを感じ取り、歌っ

たり聴いたりするこ

とができるようにす

る。

拍の流れや反復す

るリズムを感じ取り

簡単なリズムをつく

って表現したり歌っ

たり聴いたりするこ

とができるようにす

る。

音色の面白さから

鍵盤ハーモニカを演

奏することに関心を

もち、簡単なリズム

を演奏することがで

きるようにする。

拍の流れやフレー

ズから、楽曲の気分

を感じ取り、歌詞の

表す情景に合った歌

い方を工夫して歌う

ことができるように

する。

旋律から、階名と

音の高さの関係を感

じ取り、旋律に気を

付けて聴いたり階名

で暗唱したりするこ

とができるようにす

る。

旋律、問いと答え

の仕組みから、鍵盤

ハーモニカを演奏す

ることの面白さを感

じ取り、簡単な旋律

を演奏することがで

きるようにする。

旋律やフレーズか

ら、楽曲の盛り上が

りを感じ取り、歌詞

や階名で歌うことが

できるようにする。

音色や強弱から、

身近な楽器で出せ

る音の響きの面白

さを感じ取り音の

出し方を工夫して

お気に入りの音を

見付けることがで

きるようにする。

問いと答えの仕組

みや音色、強弱、リ

ズムから、楽曲や演

奏のよさや面白さを

感じ取りながら聴い

たり簡単な音楽をつ

くったりすることが

できるようにする。

音色や速度から、

楽曲の気分や様子を

表す音楽の面白さを

感じ取って聴いたり

様子を表すように工

夫して表現したりす

ることができるよう

にする。

拍の流れにのって

体全体で音楽を感じ

取り、情景を思い浮

かべながら、自分の

歌声に気を付けて歌

うことができるよう

にする。

拍の流れや問いと

答えの仕組みから、

リズムや旋律の掛け

合いの面白さを感じ

取り、互いの歌声や

伴奏を聴きながら、

声を合わせて歌うこ

とができるようにす

る。

モジュール学習で

扱う要素や仕組み
旋律 リズム

速度

拍の流れ

リズム 速度

拍の流れ 反復

音色 リズム

速度

フレーズ

拍の流れ
旋律

旋律

問いと答え

旋律

フレーズ
音色 強弱

音色 リズム

強弱

問いと答え

音色 強弱

速度

拍の流れ

リズム 強弱

拍の流れ

拍の流れ

問いと答え

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

音
楽
遊
び

「ばすごっこ」

・楽曲の気分を感じ取

りながらの身体表

現と斉唱

「かもつれっしゃ」

・楽曲の気分を感じ取

りながらの身体表現

と斉唱

「かもつれっしゃ」「おちゃらか」「なべなべ」

・拍の流れにのって、さまざまな速度での身体表現やリズム打ち

ドレミ体操をしながら
の模唱
・ドレミファソラシドを使っ
て

鍵盤ハーモニカ模奏
・ドを使って

ドレミ体操をしながら
の模唱
・ドレミファソラシドを使っ
て

リズム打ち
・さまざまな強さで
打つ

リズム打ち
・異なるリズムで呼び
かけっこする

拍の流れにのって歩く
・強弱を変えて歩く
・速度を変えて歩く

拍の流れにのって名前
の呼びかけっこ

歌
声
づ
く
り

「さんぽ」
・楽曲の気分を感じ取って身体表現

しながらの斉唱

「わははたいそう」
・姿勢の確認
・口形を意識した斉唱

「どれみのキャンディー」
・ドレミ体操を取り入れて音の高さを意識した斉唱

「どんなゆめ」 ・音の高さを意識した斉唱
「アイアイ」  ・互いの歌声を聴くことを意識した

交互唱

発表曲より抽出 「こぶたぬきつねこ」
・互いの歌声を聴くこ

とを意識した交互唱

  月 ４月 ５月 ６月 ７月    ９月    １０月    １１月             １２月 １月 ２月 ３月

題材名

（時数）

音楽に合わせて

（５）

歌でよびかけっこ

（４）

はくの流れと

リズム

（６）

楽器でドレミ

（７）

歌うの大すき

（４）

いい音みつけて

（５）

にっぽんのうた

みんなのうた(1)

（２）

おまつりの音楽

（５）

ようすを音楽で

（８）

みんなでつくろう

お別れ音楽会

(16)

みんなで

合わせて

（５）

にっぽんのうた

みんなのうた(2)

（１）

題材の目標

拍の流れや強弱の

違いから、楽曲の気

分を感じ取り、様子

を想像しながら歌っ

たり聴いたりするこ

とができるようにす

る。

問いと答えの仕組

みや強弱の変化から

呼び掛け合いの面白

さを感じ取り、互い

の歌声を聴き合い、

声を合わせて表現す

ることができるよう

にする。

拍の流れ、リズム

速度や問いと答えの

仕組みから、楽曲の

特徴を感じ取り聴い

たり表現したりする

ことができるように

する。

旋律やフレーズか

ら、楽曲の特徴を感

じ取り、階名に親し

みながら、簡単な旋

律を演奏したり歌っ

たりすることができ

るようにする。

音色やリズムから

楽曲の気分を感じ取

り、自分の歌声や発

音に気を付けたり歌

詞の表す情景を想像

したりして、楽曲に

合う歌い方を工夫す

ることができるよう

にする。

身の回りの音や楽

曲の気分に関心をも

ち、その音の特徴や

楽器の音色、リズム

から、楽曲の気分を

感じ取って聴いたり

表現を工夫したりす

ることができるよう

にする。

音色やフレーズから

楽曲の気分を感じ取り

楽曲の表す情景を想像

しながら、気持ちを込

めて歌うことができる

ようにする。

お祭りの音楽のリズ

ムや拍の流れから、楽

曲の気分を感じ取って

聴いたり、楽曲の特徴

を生かして表現したり

することができるよう

にする。

音色、反復の仕組み

や速度から、楽曲の表

す様子の変化を感じ取

って聴いたり表現した

りすることができるよ

うにする。

音色、反復の仕組みや

速度から、楽曲の表す様

子の変化を感じ取って聴

いたり表現したりするこ

とができるようにする。

リズムや拍の流れか

ら、楽曲の特徴を感じ取

り、声や音を合わせて表

現したり聴いたりするこ

とができるようにする。

旋律の特徴から、楽曲

の表す情景や気分を感じ

取り、楽曲の情景に合っ

た歌い方ができるように

する。

モ ュ ー ル 学 習 で

扱う要素や仕組み

強弱

拍の流れ

強弱

問いと答え

リズム 速度

拍の流れ

問いと答え

旋律

フレーズ
音色 リズム 音色 リズム

音色

フレーズ

リズム

拍の流れ
音色 速度 反復

リズム 強弱

拍の流れ

リズム

拍の流れ
旋律

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

音
楽
遊
び

リズム打ち

・さまざまな

強弱で打つ

・さまざまな

気分で打つ

リズム打ち

・呼びかけるよ

うに交互に打

つ

リズムリレー

・拍の流れにの

って打つ

鍵盤ハーモニカ

模奏

・ドレミファソ

を使って

リズム打ち

・手拍子、足踏

み、ひざ打ちを

入れて打つ

リズム打ち

・さまざまな楽

器を使って打

つ

リズム打ち

・左右の手で交互

に打つ

・かけ声を入れて

打つ

リズム打ち

・強弱を変えて反

復して打つ

・さまざまな速度

で打つ

リズム打ち

・友達と手合わせし

て打つ

・３拍子、４拍子で

打つ

歌
声
づ
く
り

「校歌」

・姿勢と口形の

確認

・音の高さを意

識した斉唱

｢ラララ歌おう」

・互いの歌声を

聴くことを意

識した交互唱

「夏だ！」

・拍の流れを感じ取った交互唱

「ねこだって サッカー」

・楽曲の気分を感じ取りながら、手拍子を入れた斉唱

「夕やけ こやけ」

・フレーズを意識した斉唱

・高音の発声を意識して「マ」で歌う

発表曲より抽出 「モーニング・チャチャチャ」

・楽曲の気分を感じ取りながら、手拍子

を入れた斉唱

・互いの歌声を聴くことを意識した部分

二部合唱
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資
料
２　
３・
４年
モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
の
計
画

《第３学年 モジュール学習年間計画》

《第４学年 モジュール学習年間計画》

月 ４月        ５月       ６月        ７月   ９月        １０月              １１月      １２月 １月 ２月  ３月

題材名

（時数）

すてきな声で

(３)

こんにちは
リコーダー

(３)

楽ふとドレミ

(３)

にっぽんのうた

みんなのうた(1)
（1）

せんりつと音色

（６）

くり返して

重ねて

（４）

めざせ

楽器名人(１)

(１)

にっぽんのうた

みんなのうた(2)
（１）

めざせ

楽器名人(２)
(３)

世界の

歌めぐり（1）
(３)

にっぽんのうた

みんなのうた(3)
（３）

世界の

歌めぐり(2)
（２）

えんそうの
くふう
（３）

音楽の
ききどころ
（１）

森の音楽を

つくろう
（４）

みんなでつくろう

お別れ音楽会
（16）

気持ちを

合わせて
（３）

題材の目標

音色や旋律から、

曲想を感じ取り、歌

詞や旋律の流れを

生かした表現を工

夫し、呼吸や発音の

仕方に気を付けて

歌うことができる。

音色や旋律、問い

と答えの仕組みか

ら、リコーダーの演

奏のよさや面白さ

を感じ取り、奏法に

気を付けて演奏し

たり、味わって聴い

たりすることがで

きるようにする。

  音階や調、強弱

から、楽曲の特徴
を感じ取り、ハ長
調の楽譜に慣れ

親しんで歌った
り演奏したりす
ることができる

ようにする。

リズムや拍の流

れから、日本の歌の
よさを感じ取り、楽
曲の特徴を生かし

て歌うことができ
るようにする。

反復・変化する旋

律や楽器の音色か

ら、楽曲の表す様子

を感じ取り、曲想に

合わせて歌ったり、

楽器の特徴を捉え

て聴いたりするこ

とができるように

する。

音の重なり、反復す

るリズムから、楽曲の

よさや面白さを感じ

取り、互いの歌声や楽

器の音を聴き合って

演奏したり、楽曲の楽

しさを味わって聴い

たりすることができ

るようにする。

旋律やリズム、

音の重なりから、

曲想を感じ取り、

曲想にふさわし

い表現を工夫し、

音色や奏法に気

を付けて、演奏す

ることができる

ようにする。

歌詞や旋律か

ら、楽曲が表す様
子を感じ取り、曲
想に合った歌い

方を工夫し、呼吸
や発音の仕方に
気を付けて、歌う

ことができるよ
うにする。

リコーダーの音

色や音の重なりか
ら、楽曲のよさや美
しさを感じ取り、演

奏することができ
るようにする。

拍の流れや旋

律、リズムから、
日本や世界の子
どもの歌の特徴

を感じ取り、聴い
たり表現したり
することができ

るようにする。

音色やフレーズ、歌

詞の内容から、楽曲の
山を感じ取り、情景を
思い浮かべ、気持ちを

込めて歌うことがで
きるようにする。

拍の流れや重

なり合う旋律か
ら、楽曲の特徴を
感じ取り、曲想を

生かした表現を
工夫し、拍の流れ
に気を付けて表

現することがで
きるようにする。

拍の流れや重

なり合う旋律か
ら、楽曲の特徴を
感じ取り、曲想を

生かした表現を
工夫し、拍の流れ
に気を付けて表

現することがで
きるようにする。

楽器の音色

や反復・変化
する旋律か
ら、楽曲の特

徴を感じ取っ
て聴くことが
できるように

する。

問いと答えの

仕組みや楽器の
音色、速度や強弱
から、楽曲の表す

様子を感じ取り、
まとまりのある
音楽をつくった

り、聴いたりする
ことができるよ

うにする。

音色や強弱、音の

重なりから曲想を
感じ取り、歌詞の内
容を生かして表情

豊かに歌うことが
できる。

これまでの学習

を生かして、友達と
音を合わせて歌唱
奏をすることがで

きる。

モジュール学習で

扱う要素や仕組み
音色 問いと答え 音色 強弱 リズム

音色 強弱

反復・変化

リズム

音の重なり
旋律 旋律

旋律

音の重なり

リズム

拍の流れ

強弱 音色

フレーズ

旋律

音の重なり

音の重なり

問いと答え
反復・変化

強弱

問いと答え

強弱

音の重なり

強弱

音の重なり

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

音
楽
遊
び

リコーダー模奏

・ソラシを使っ
て

リズム打ち

・さまざまな
強弱で

「茶つみ」

・拍の流れにの
って手遊び

リズム打ち

・さまざまな強弱
・強さを変えて

反復

リズム打ち

・異なるリズムを
重ねる

リコーダー模奏

・ソラシドを
使って

リコーダー模奏

・ソラシドレを
使って

「十五夜さんの

もちつき」
・拍の流れにの

って手遊び

リズム打ち

・さまざまな強弱
・フレーズのまと

まりを意識し て

リズム打ち

・異なるリズ
ムを重ねる

リズム打ち

・異なるリズム
を重ねたり答

えたりする

リズム打ち

・異なるリズム
を、強弱を変

えて答える

リズム打ち

・異なるリズム
を、強弱を変

えて重ねる

歌
声
づ
く
り

「この山光る」

・姿勢と口形の確認

・フレーズのまと

まりを意識し

た斉唱

「この山光る」

・高い声の響きを

意識した斉唱

「この山光る」

・声の響きを意識し

た部分二部合唱

「ふじ山」

・呼吸や発音を意

識した斉唱

「ふじ山」

・フレーズのまとまりや、楽曲の山を意識し

た斉唱

「ありがとうの花」

・声の重なりを意識した部分二部合唱

発表曲より抽出

月 ４月 ５月 ６月                  ７月  ９月          １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

題材名

（時数）

にっぽんのうた
みんなのうた(1)

（4）

ひびけ歌声

(4)

ひょうしと

せんりつ

(4)

にっぽんのうた
みんなのうた(2)

(2)

めざせ楽器名人
(1)

かけ合いと
重なり

(2)

音階から
音楽をつくろう

(4)

せんりつと音色

(4)

にっぽんのうた
みんなのうた(3)

(2)

日本のリズム・世
界のリズム

(6)

えんそうの
くふう

(8)

みんなでつくろう
お別れ音楽会

(16)

音楽のききどろ

(1)

気持ちを
合わせて

(2)

題材の目標

音色や旋律から、日

本の音楽の雰囲気を感
じ取り、歌詞の表す情

景を想像して歌った
り、聴いたりすること
ができるようにする。

いろいろな歌声の音

色や旋律から、響き合
う歌声の美しさを味わ

って聴いたり、声を合
わせて歌ったりするこ
とができるようにす

る。

拍の流れ、旋律、強

弱から、拍子の特徴や

楽曲のよさを感じ取

り、表現したり聴いた

りすることができるよ

うにする。

旋律やフレーズか

ら、楽曲の美しさを感
じ取り、歌詞の内容や

曲想を生かして歌うこ
とができるようにす
る。

音色や音の重なりか

ら楽曲の特徴やよさを
感じ取り、曲想を生か

して表現することがで
きるようにする。

音の重なり、問いと

答えや反復の仕組みか
ら、旋律の掛け合いや

音の重なりのよさや面
白さを感じ取って、聴
くことができるように

する。

音の重なり、問いと

答えや反復の仕組みか
ら、旋律の掛け合いや

音の重なりのよさや面
白さを感じ取って、聴
くことができるように

する。

音の重なり、問いと

答えや反復の仕組みか
ら、旋律の掛け合いや

音の重なりのよさや面
白さを感じ取って、聴
くことができるように

する。

歌詞の内容や音色、

音の重なりから、歌詞
の表す情景や曲想を感

じ取り、互いの歌声に
気を付けて歌うことが
できるようにする。

反復するリズムや楽

器の音色から、日本や
世界の様々 な音楽の特

徴を感じ取り、リズム
の面白さを生かして表
現を工夫したり、聴い

たりすることができる
ようにする。

音の重なりや強弱の

変化から、楽曲の面白
さを感じ取り、互いの

楽器の音を聴き合っ
て、演奏したり音楽を
つくったりすることが

できる。

音色や強弱、音の重

なりから曲想を感じ取
り、歌詞の内容を生か

して表情豊かに歌うこ
とができるようにす
る。

旋律や速度の変化か

ら、楽曲の美しさや演
奏のよさを感じ取り、

聴くことができるよう
にする。

音の重なりや音色か

ら、楽曲の美しさを感
じ取り、声や音の重な

りを味わいながら、歌
ったり表現したりする
ことができるようにす

る。

モジュール学習で

扱う要素や仕組み
音色 旋律 音色 旋律

旋律 強弱

拍の流れ

旋律 旋律

強弱
音色 音の重なり 音階や調 反復 音色 旋律

音色

音の重なり
音色 リズム 反復

強弱  音の重なり

問いと答え

強弱

音の重なり
旋律

音色

音の重なり

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

音
楽
遊
び

リズム打ち

・４拍子８拍

・３拍子６拍

リコーダー模奏

・サミングを
使って

リコーダー演奏

・さまざまな
種類の音階

リズム打ち

・十六分音符を含
む

リコーダー模奏

・♯ソを含む

リコーダー模奏

・低いドを含む

歌
声
づ
く
り

「さくら さくら」 「ゆかいに歩けば」 発表曲より抽出 「札幌の空」

・姿勢の確認

・口形の確認

・息を流す ・母音唱

・息の使い方や母音の響きを意識した歌詞唱

・呼吸法の確認

・「ホ」で歌う

・「ホ」で歌う

・お腹の使い方を意識した斉唱
・声の重なりを意識した部分二部合唱

・声の重なりや高い声の響きを意識

した部分二部合唱

「はじめの一歩」 「札幌の空」

・声の響きを意識した斉唱 ・歌詞の内容に合った強弱を意識し
た斉唱

・声の重なりを意識した部分二部合唱 ・高い声の響きを意識した斉唱
・「ディ」で歌う
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資
料
３　
５・
6モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習
の
計
画

《第５学年 モジュール学習年間計画》

《第６学年 モジュール学習年間計画》

月 ４月      ５月    ６月       ７月      ９月      １０月       １１月          １２月      １月  ２月  ３月

題材名

（時数）

にっぽんのうた
みんなのうた(1)

（３）

音の重なりとひびき

（４）

アンサンブルの

みりょく

（６）

「山の生活」のうた

ひびき合いを生かして（２）

にっぽんのうた

みんなのうた(2)
（３）

日本の音楽・世界の音楽
（５）

インターロッキング

の音楽をつくろう
（３）

気持ちを合わせて
（４）

音楽のききどころ
（２）

みんなでつくろう

お別れ音楽会
（16）

音楽に思いをこめて

にっぽんのうた みんなのうた(3)
（２）

題材の目標

旋律やリズムの特徴から、楽曲
のよさを感じ取り、歌詞の表す情

景を想像して歌うことができるよ
うにする。

音の重なりや和声の響き、音階
や調から、和音や低音が旋律と重

なる響きの面白さや美しさを感じ
取り、声や音を合わせて表現する
ことができるようにする。  

音色の変化から、声や音
の組み合わせによる響きの

面白さや美しさを感じ取
り、味わって聴いたり声を
合わせて表現したりできる

ようにする。

曲想に合った表現を工夫して歌い「山の
生活」を盛り上げようとすることができる。

   拍の流れやフレーズ、音楽の縦と横の関
係から、曲想を感じ取り、掛け合いの面白
さや音の重なりの美しさを生かして演奏す

ることができるようにする。

旋律や強弱の特徴から、日本
歌曲のよさや美しさを感じ取

って、情景を想像しながら響き
のある歌い方で歌うことがで
きるようにする。

音色や旋律、音階や調から、日本
の民謡や子もり歌、世界の音楽のよ

さや面白さを感じ取り、音楽の特徴
を生かして表現したり、味わいなが
ら聴いたりすることができるように

する。

合わせ方を工夫して音楽づく
りをしたり、味わって聴いたり

することができるようにする。

音の重なりや和声の響き、音楽
の縦と横の関係から、曲のよさや

特徴を感じ取り、互いの音を聴き
合い、心を合わせて表現すること
ができるようにする。

反復や問いと答え、速度から、
曲想やその変化を感じ取り、楽曲

の構造を理解して聴くことができ
るようにする。

音の重なりや和声の響き、
音楽の縦と横の関係から、

曲想を感じ取り、歌詞の内
容を生かして表情豊かに歌
うことができるようにす

る。

旋律、音の重なりや和声の響きから曲想を感
じ取り、歌詞の内容を生かして表情豊かに歌う

ことができるようにする。
リズム、拍の流れやフレーズから、曲想を感

じ取り、情景を想像しながら言葉の抑揚に気を

付けて歌うことができるようにする。

モジュール学習で

扱う要素や仕組み
音色 旋律 拍の流れ

音色
音の重なりや和声の響き

  音色 強弱
音の重なりや和声の響き

拍の流れやフレーズ

音楽の縦と横の関係
音色 強弱 旋律

音色 旋律
音階や調

リズム 反復
音楽の縦と横の関係

音楽の縦と横の関係
音の重なりや和声の響き

音色 旋律
音の重なりや
和声の響き

音色 強弱 旋律

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

音
楽
遊
び

リコーダー模奏

・サミング

リコーダー演奏
・日本の音階
・ふしづくり

「クラップ フレンズ」
・速さを変えて
・強弱を変えて

・重ね方を変えて

歌
声
づ
く
り

「心から心へ」

・姿勢の確認

・口形の確認

・息の流し方の確認

「心から心へ」

・息を流す ・リップロール ・母音唱
・息の使い方や母音の響きを意識した歌詞唱

「心から心へ」

・息を流す ・リップロール ・母音唱
・息の使い方や母音の響きを意識した歌詞唱

・発表曲より抽出 「心から心へ」

・息を流す ・リップロール ・母音唱
・息の使い方や母音の響きを意識した
  歌詞唱

・息を流す ・リップロール ・母音唱
・息の使い方や母音の響きを意識した歌詞唱

「花のおくりもの」

・声の響きを合わせた輪唱

「赤とんぼ」

・歌詞に合った柔らかい
声を意識した斉唱

「まっかな秋」

・歌詞に合った柔らかい
  声を意識した斉唱

「君をのせて」

・声の重なりや響きを意識した二部合唱

「冬げしき」

・フレーズのまとまりを生かし
た斉唱

月 ４月       ５月    ６月      ７月      ９月              １０月    １１月     １２月      １月  ２月  ３月

題材名

（時数）

にっぽんのうた
みんなのうた(1)

（２）

音の重なりとひびき

（３）

ひびき合いを生かして

（７）

演奏のみりょく

（３）

にっぽんのうた

みんなのうた(2)
（２）

音楽のききどころ
（２）

ドローンをもとに

音を組み合わせて
音楽をつくろう

（４）

豊かな表現を求めて
（５）

私たちの国の音楽
（４）

みんなでつくろう

お別れ音楽会
（16）

音楽に思いをこめて
（２）

題材の目標

旋律やフレーズのまとまりから
楽曲のよさや美しさを感じ取り、

歌詞の内容や曲想を生かして歌う
ことができるようにする。

音階や調の変化、音の重なりや
和声の響きから、楽曲のよさや美

しさを感じ取り、曲想を生かした
表現を工夫し、各声部の音や全体
の響きに気を付けて、表現したり

聴いたりすることができるように
する。

音の重なりや和声の響き、反復
から、和音が循環する楽曲の面白

さを感じ取り、演奏したり聴いた
り、音楽の仕組みを生かしてつく
ったりすることができるようにす

る。

速度や強弱、フレーズによる曲
想の変化を感じ取り、楽曲の構造

や特徴を理解して表現したり、聴
いたりすることができるようにす
る。

音色やフレーズのまとまりか
ら、旋律の特徴を感じ取り、情景

を想像しながら、歌声や歌い方に
気を付けて歌うことができるよう
にする。

音楽の縦と横の関係や反復、音
色から、楽器同士の関わりによる

音楽の面白さを感じ取り、曲の構
成や特徴に着目して聴くことがで
きるようにする。

リズムの特徴や反復、音楽の縦
と横の関係から楽曲の雰囲気を感

じ取り、音の組み合せ方に着目し
て聴いたり、全体の構成に見通し
をもって音楽をつくったりするこ

とができるようにする。

特徴あるリズムや問いと答え、
音楽の縦と横の関係から、楽曲の

雰囲気を感じ取り、歌声や歌い方、
強弱を工夫し、曲想に合った表現
をしたり、味わって聴いたりする

ことができるようにする。

音色や旋律、反復から日本の伝
統音楽の特徴を感じ取り、情景を

思い浮かべながら表現したり、聴
いたりすることができるようにす
る。

音の重なりや和声の響き、音楽
の縦と横の関係から、曲想を感じ

取り、歌詞の内容を生かして表情
豊かに歌うことができるようにす
る。

速度や強弱、音の重なりや和声の響
きから、曲想を感じ取り、歌詞の内容

を生かして表情豊かに歌ったり、聴い
たりすることができるようにする。

モジュール学習で

扱う要素や仕組み
音色 旋律 フレーズ

強弱 音階や調

音の重なりや和声の響き

反復

音の重なりや和声の響き
音色 強弱 フレーズ 音色 強弱 旋律

反復

音楽の縦と横の関係

リズム 反復

音楽の縦と横の関係

音楽の縦と横の関係

音の重なりや和声の響き
音色 旋律 音の重なりや和声の響き 音色 強弱 旋律

モ
ジ
ュ
ー
ル
学
習

音
楽
遊
び

リコーダー模奏

・♯ソを含む

・ハ長調とイ短調の響

きの違い

リコーダー模奏

・サミング

・リズムアンサンブル リコーダー演奏
・日本の音階

・ふしづくり

歌
声
づ
く
り

「つばさをください」

・姿勢の確認

・口形の確認

・息の流し方の確認

「つばさをください」

・息を流す ・リップロール ・母音唱

・息の使い方や母音の響きを意識した二部合唱

「つばさをください」 ・発表曲より抽出 「つばさをください」

・息の使い方や母音の響  

  きを意識した二部合唱
・息を流す ・リップロール ・母音唱

・息の使い方や母音の響きを意識した二部合唱

・息の使い方や母音の響きを意識した二部合唱

「ロック マイ ソウル」

・声の重なりを意識し

た合唱

「語り合おう」

・演奏形態を工夫した  

合唱奏

「われは海の子」

・フレーズのまとまりを生かした斉唱

「ふるさと」 「ふるさと」

・声の重なりや響きを意

識したアカペラ

・声の重なりや響きを

意識した二部合唱

・声の重なりや響きを

意識した二重唱


